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コネクタ タイプ スピード プロ ト コ

ル

用途

内部 SC 1000Base-SX イーサ

ネッ ト

内部ネッ トワークにマルチモードの光ファイバー接続

外部 SC 1000Base-SX イーサ

ネッ ト

インターネッ トにマルチモードの光ファイバー接続

1 ～ 3 RJ-45 10/100Base-T イーサ

ネッ ト

他のネッ トワークに接続 ( オプシ ョ ン）

4/HA RJ-45 1000Base-T イーサ

ネッ ト

銅製。 他のネッ トワーク、 または他の HA の FortiGate-

3000 にギガビッ ト接続 ( オプシ ョ ン )

CONSOLE DB-9 9,600 bps RS-232

シリアル

管理用コンピュータに接続 ( オプシ ョ ン）。

コマンド ラインインタフェースへのアクセスとなります。

FortiGate-3000の LED 表示

工場出荷時設定

LED 状態 説明

電源 グリーン FortiGate-3000 の電源がオンになっています。

オフ FortiGate-3000 の電源がオフになっています。

ディスプレーパネル 
/ インタフェース
LED

グリーン 正しいケーブルが使用され、 接続機器の電源
がオンになっています。

･ 1、 2 もし くは 3 が最高 100 Mbps で接続

･ 4/HA が最高 1000 Mbps で接続

グリーン
点滅

ト ラフ ィ ッ ク中です。

オフ 接続が確立されていません。

192.168.1.99

192.168.100.99

0.0.0.0

NAT/  IP 

IP

 IP 

admin   IP  10.10.10.1

IP

1  4/HA

FortiGate-3000 を、 電源コンセン ト、 内部ネッ トワーク、 外部ネッ トワークに接続します。

NAT/ ルートモード
NAT/ルートモードでは、FortiGate-3000 は接続されているネッ トワークから見える状
態になります。 インタフェースは全て異なるサブネッ ト上になります。 ネッ トワーク
に接続するインタフェースはそれぞれ、 そのネッ トワークで有効な IP アドレスを設
定する必要があります。
FortiGate-3000 をプライベートネッ トワークと公共ネッ トワークの間のゲートウェイ
と して使用する場合は通常、 NAT/ ルートモードを使用します。 NAT/ ルートモードを
デフォルト とするコンフ ィギュレーシ ョ ンでは、 FortiGate-3000 はファイアウォール
として機能し、 そのポリシーが FortiGate-3000 を経由するコ ミ ュニケーシ ョ ンを管理
します。 ファイアウォールポリシーを設定するまでは、 ト ラフ ィ ッ クは FortiGate-
3000 を経由できません。

NAT/ルートモードの場合、ファイアウォールポリシーは NAT モードもしくはルート
モードで作動します。NAT モードの場合は、 ネッ トワークアドレスを変換してから IP
パケッ ト を宛先ネッ トワークに送りますが、 ルートモードでは変換はありません。

ト ランスペアレン トモード
ト ランスペアレン トモードにすると、 ネッ トワークには FortiGate-3000 が見えませ
ん。 インタフ ェースはすべて同じサブネッ トに置かれます。 また、 管理用 IP アドレ
スを設定するだけで コンフ ィギュレーシ ョ ンを変更できます。
既存のファイアウォールまたはルータの後にあるプライベートネッ トワーク上で
FortiGate-3000 を使う場合は、 一般的にト ランスペアレン トモードにします。 デフォ
ルトにト ランスペアレン トモードを設定すると FortiGate-3000 はファイアウォールと
して機能し、 ファイアウォールポリシーを設定するまでは、ト ラフ ィ ッ クは
FortiGate-3000 を経由できません。

FortiGate-3000 は最高 6 つのネッ トワークセグメン トに接続することができ、 その間
のト ラフ ィ ッ クを制御します。

NAT/
FortiGate-3000

DMZ 

192.168.1.99

3

10.10.10.1

192.168.1.3

10.10.10.2

204.23.1.5

NAT 

POWER

Hi-Temp

1 2 3

INT EXT4/HA
Esc Enter

1 2 3 4/HA INTERNAL EXTERNAL

FortiGate-3000 のコンフ ィギュレーシ ョ ンを始める前に、 既存のネッ トワークにどのようにイ
ンテグレーシ ョ ンしてい くか、 プランを立てる必要があります。 コンフ ィギュレーシ ョ ンは
NAT/ ルートモード （デフォルト）、 ト ランスペアレン トモードのどちらの動作モードを選択す
るかによって決定されます。

クイ ッ クスタート  ガイ ド

FortiGate-3000

パッケージに次が揃っているかどうかを確認して ください。 

• FortiGate-3000 を 19 インチの標準ラックに設置します。ラ ックには縦に2つ
の U ホールが必要です。

• 電源コードとネットワークケーブルを接続する前に、裏面の電源スイッチ
がオフになっていることを確認します。.

• システムが作動すると「メインメニュー」の表示に変わります。
･ 接続している電源が一ヶ所だけで、電力の供給が停止した場合は、停電を
知らせるアラームが鳴ります。アラームを止めるには、裏面の電源接続部
の隣にある赤色のアラームキャンセルボタンを押してください。
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Esc Enter
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Checking the package contentsパッケージの内容を確認する1

FortiGate-3000 を接続する2

コンフ ィギュレーシ ョ ンプラン3
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NAT/ ルートモード

内部インタフェースの IPアドレスおよび Netmaskが内部ネットワークにおいて有効
であることを確認してください。 

ト ランスペアレン トモード

管理用 IP アドレスと Netmaskが FortiGate-3000の管理に使用するネッ トワークに対
して有効であることを確認して ください。 

一般設定

FortiGateを経由してインターネッ トにアクセスする場合はデフォルトゲートウェイが
必要です。

内部インタ

フェース

IP: ____.____.____.____
Netmask: ____.____.____.____

外部インタ

フェース

IP: ____.____.____.____
Netmask: ____.____.____.____

_________ 
インタフェース

IP: ____.____.____.____
Netmask: ____.____.____.____

_________ 
インタフェース

IP: ____.____.____.____
Netmask: ____.____.____.____

_________ 
インタフェース

IP: ____.____.____.____
Netmask: ____.____.____.____

管理用 IP:
IP: ____.____.____.____
Netmask: ____.____.____.____

管理者パスワード : 

ネットワーク設定 :

デフォルトゲートウェイ : ____.____.____.____
プライマリ DNSサーバ : ____.____.____.____
セカンダリ DNS サーバ : ____.____.____.____

2. 管理用コンピュータが FortiGate-3000 の接続されているインタフ ェースと
同じサブネッ トに配置されるように設定します。 内部インタフェースを使
用している場合は、 管理用コンピュータの IP アドレスを 192.168.1.2 に、
Netmask を 255.255.255.0 にそれぞれ変更して ください。

3. FortiGate のウェブベースマネジャーにアクセスするには、 Internet Explorer
を起動し、 ブラウザを https://192.168.1.99 にポイン ト します ( ポート 1 を
使っている場合は、 https://<port1_ip>)。 （「https://」 には Sが入っていま
すので注意して く ださい。）

4. [ 名前 ] フ ィールドに 「admin」 と入力して、 [ ログイン ] を選択します。 

セッ トアップ 
ウィザードを
使用する

FortiGate-3000 の設定内容を記録します。 NAT/ルートモード もし くはト ランスペアレン トモー
ドの設定、 あるいはいずれのモードにも適用できる一般設定を記録することができます。 内部
/外部ネッ トワークおよびその他 3種類のインタフ ェースに設定を記録するには、 以下のテー
ブルを使います。

NAT／ルートモード
FortiGate-3000 の初期設定にセットアップウィザードを使用する
場合は、Easy Setup Wizardボタンを選択し、、プロンプトに従っ
てください。

管理者パスワードの変更

1. System > Admin > Administratorsの順に選択します。
2. 管理者用の Change Passwordを選択し、新たなパスワードを入力します。

インタフェースの設定

1. System > Network > Interfaceの順に選択します。
2. 各インタフェースに編集アイコンを選択し、初期設定します。

3. インタフェースのアドレッシングモードを設定します (詳細はオンラインヘルプ
を参照してください )。

･ 手動アドレッシングの場合は、インタフェースの IP アドレスと Netmask を入
力してください。

･ DHCP アドレッシングの場合は、DHCP その他必要な設定を選択してください。

･ PPPoE アドレッシングの場合は、PPPoE を選択し、ユーザ名、パスワード、そ
の他必要な設定を入力してください。

プライマリ／セカンダリ DNSサーバの IPアドレス初期設定
1. System > Network > DNSの順に選択し、プライマリ／セカンダリDNS のIPアドレ
スを入力し、Apply を選択します。

デフォルトゲートウェイの初期設定

1. Router > Static の順に選択し、静的ルートの編集アイコンを選びます。

2. デフォルトゲートウェイの IPアドレスをデフォルトゲートウェイに設定し、OK を
クリックします。

ト ランスペアレン トモード  
NAT/ルートモードからトランスペアレントモードへの変更
1. System > Statusの順に選び、Operation Modeの横の Changeを選択して OKをク
リックします。

2. 管理用コンピュータの IPアドレスを 10.10.10.2 に変更し、Internet Explorerを使用
して https://10.10.10.1にブラウズします。
セットアップウィザードを使用する

セットアップウィザードを使って FortiGate-3000を初期設定する場合は、Easy Setup 
Wizardボタンを選択し、プロンプトに従ってください。
ウェッブベースマネージャを使用して管理者パスワードを変更します

1. System > Admin > Administratorsの順に選択します。
2. 管理者用の Change Passwordを選択し、新たなパスワードを入力します。

ウェッブベースマネージャを使用して管理用インタフェースを設定します

1. System > Network > Managementの順に選択します。
2. 管理用 IP アドレスおよび Netmaskを入力します。
3. 必要な場合は管理者アクセスオプションを選び、OKをクリックします。

プライマリ／セカンダリ DNSサーバの IPアドレス設定
1. System > Network > DNSの順に選択し、上記に従って登録したプライマリ／セカ
ンダリ DNS の IPアドレスを入力し、Applyを選択します。

デフォルトゲートウェイの設定

1. System > Network > Managementの順に選択します。
2. デフォルトゲートウェイの IPアドレスをデフォルトゲートウェイに設定し、OK を
クリックします。

Easy Setup Wizardを
選択 

1. FortiGate-3000 の内部インタフ ェースを光ファイバネッ トワークに接続
した後、 同ネッ トワークを管理用コンピュータに接続します。 

注意： 内部インタフェースの IPアドレス （NAT/ルートモードの場合）または管理用 IPアドレス（トランスペアレントモードの場合）を変更する場合、このアドレスを使用してウェブベースマネジャーとセット
アップ ウィザードに再接続する必要があります。また管理用コンピュータの IPアドレスを変更して新 IP アドレスと同じサブネット上に来るようにしなくてはならない場合もあります。

設定内容の情報をまとめる5

FortiGate-3000 を初期設定する6
注 : 光ファイバを使用していない場合は、 ポート 1 を使用して
ください。 シリアル接続で CLI を用い、 インタフェースを設
定する必要があります。

edit port1
set ip <intf_ip> <netmask_ip>
set allowaccess https ping

end

他のインタフェースと同じサブネッ トは使わないで く ださい。

ウェブベースマネ
ジャー／セットアッ
プウィザード
FortiGate ウェブベースマ
ネジャーのセッ トアップ
ウィザードが段階を追って
初期設定を指示します。 

管理者用パスワード、 インタフ ェースアドレス、 デ
フォルトゲートウェイアドレス、 DNS サーバアドレス
を設定します。 オプシ ョ ンと して、 内部サーバを NAT/
ルートモードに設定するためにセッ トアップウィザー
ドを使う こともできます。 
必要条件

･ FortiGate-3000 と管理用コンピュータ間のイーサ
ネッ ト接続

･ 管理用コンピュータ上に Internet Explorer バージ ョ
ン 6.0 以上 

ウェブベースマネ
ジャー／セット
アップウィザード
FortiGateウェブベースマ
ネジャーのセッ トアップ
ウィザードが段階を追っ
て初期設定を指示します。 
管理者用パスワード、 内
部 /外部 /DMZ インタ

フ ェースアドレス、 デフォルトゲートウェイアドレス、
DNS サーバアドレスを設定します。 オプシ ョ ンと して、
内部サーバを NAT/ルートモードに設定するためにセッ
トアップウィザードを使う こともできます。 
必要条件

･ FortiGate-3000 と管理用コンピュータ間のイーサ
ネッ ト接続

･ 管理用コンピュータ上に Internet Explorer バージ ョ
ン 6.0 以上

コントロール
ボタンと LCD
FortiGate-3000 の正面
にあるコン ト ロールボ

タンと LCD を使用して内部インタフェース、 外部イン
タフェース、 ポート 3(DMZ) インタフ ェースおよびデ
フォルトゲートウェイアドレスを設定することができ
ます。 他のインタフ ェースアドレスおよび DNS サーバ
アドレスの設定にはウェブベースマネジャーまたはCLI 
を使用します。
必要条件 

• FortiGate-3000 本体を直接操作できること

FortiGate-3000 の 3 つのコンフ ィギュレーシ ョ ンツールからどれかひとつを選びます。コンフィギュレーションツールの選択4



これで基本設定は完了。 ネッ トワークはインターネッ ト経由の脅威から保護されます。 設
定のオプシ ョ ンについての詳細は、 オンラインヘルプもし くは CD-ROM に収録されている
説明書を参照して く ださい。

コンフィギュレーションの完了7
• 再起動するには、 System > Maintenance > 

ShutDown の順に選び、 Reboot を選択します。
• リセットするには、 System > Maintenance > 

Shutdown の順に選び、Reset to factory default
（工場出荷時設定に戻る）を選択します。

FortiGate-3000の再設定
ネットワーク設定の変更を誤り、FortiGate-3000に接続できない場合は、再
起動して接続するか、いったん工場出荷時設定に戻してから設定し直してく
ださい。

CLI: execute reboot

CLI: execute factoryreset

コントロールボタ
ンと LCD を使用す
る

･ [ メインメニュー ] などメニュー項目を選択する、IPアドレス入力時に右に移動する、または変更を確認する操作には Enterキー
を使用します。

･ [ メインメニュー ]内を上下に移動する、または IPアドレスの数字を変更する操作には矢印キーを使用します。
･ [ メ インメニュー ] に戻る、 または IP入力時に左に移動する操作には Esc キーを使用します。
注意 : LCDが｢ FortiGate ｣と表示したら、 [ メ インメニュー ] が出るまで Esc キーを押し続けて ください。

NAT/Route mode
Use the control buttons and LCD to:

NAT/ ルートモード
コントロールボタンと LCDを使用して次の操作を実行します。
• 内部、外部、ポート 3(DMZ)インタフェースの IPアドレスと Netmaskを設定する。
• 外部インタフ ェースのデフォルトゲートウェイを設定する。

ト ランスペアレン トモード
コン トロールボタンと LCD を使用して次の操作を実行します。
･ 動作モードを NAT/ ルートモードから ト ランスペアレン トモードに変更する。

･ 管理用 IP アドレスと Netmask を設定する。
･ デフォルトゲートウェイを設定する。

注意 ： IP アドレスを入力する際、 LCD ディスプレイは IP アドレス各部について常に 3桁の数字を表示します。 たとえば、 IP アド レスが 192.168.100.1 の場合、 LCD ディスプレイには 192.168.100.001 と表示さ
れます。

NAT/ルートモード
1. FortiGate-3000 内部インタフェースを設定します。 

config system interface
edit internal 

set mode static
set ip <intf_ip> <netmask_ip>

end
2. 同様に、外部インタフェースなど各インタフェースを設定します。

config system interface
edit external 

...
3. プライマリ／セカンダリ DNS サーバの IP アドレスを設定します。

config system dns
set primary <dns-server_ip>
set secondary <dns-server_ip>

end
4. デフォルトゲートウェイを設定します

config router static
edit 1

set gateway <gateway_ip>
end

トランスペアレントモード 
1. NAT/ルートモードからトランスペアレントモードに変更します。

config system global
set opmode transparent

end
2. しばらく待ち、プロンプトが表示された時点で再度ログインします。

3. 管理用 IPアドレスを設定します。 
config system manageip

set ip <mng_ip> <netmask>
end
DNS サーバ IPアドレスを設定します。
config system dns 

set primary <dns-server_ip>
set secondary <dns-server_ip>

end
4. デフォルトルートを設定します。

config router static
edit 1

set gateway <gateway_ip>
end

コマンドラインインター
フェースを使用する

1. シリアルケーブルを使用して FortiGate Consoleポートを管理用コンピュータのシリアルポートに接続します。 
2. 管理用コンピュータ上でターミナル エミュレーション用プログラム（HyperTerminal)を起動し、次のように設定し
ます。ボーレート (bps) ： 9600、 データビット： 8、 パリティ ： なし、ストップビット ： 1、 フロー制御： なし

3. Login: のプロンプトが表示されたら、adminと入力し、 Enterを 2回押します (パスワード不要 )


